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太陽　“アンタ1レス星”の北方から‘‘いて　■■■圏■■■■■■■■■■■■■

　座”の“南斗”のあたりにまで進む．暦によ　　　　1940年

　れば，大雪が7日15時9分．又，冬．至が22日

9時7分目この日面六脈一働こ下り欲12月の天象
　第に北へかへりはじめる．彼我の距離はい
　よいよ近いが，低くなった陽光に，北牛球　■■■闘■■■■■■■■■■■■■

　の塞さも一儲募り行く．・覗半径は月初め16分15秒角から月末16分18秒角に増

　す．李均太陽は，月初め慎太陽の東：方lcあって，時差＋11分12秒を示すが・

　漸次その差を滅じて25日12時に0となり，以後眞太陽の西方に進んで・月末

　には時差一3分11秒となる．カリントン太陽自記期は世界時6．86日（日：日時7

　日5時34分頃）より第1167期に入る．

月　月初めは三日月が西の室に傾いてみる．7日1時1分に“みつがめ座”の二丁

　で上弦，15日4時38分に“うし座”の東端で漏月，22日10時45分目“をとめ

　座”β星の附近で下弦，29日5時56分に“いて座”の西部で新月となる・この

　新月の時からブラウン月収の第223期が始まり，，この日が奮12月朔にあたる

　わけである．彼我の距離は9日16時55分に極大となり，25日15時28分に極小と

・なる．それに随って覗宇径も9日tc極小値14分45秒角を示し，25日に極大値

　16分15秒角を示す．

水星　曉の星である．．“てんびん座”の中央から“いて座”の西部まで太陽を

　追って急速に順行してみる．山鳥1月11日に太陽と外方二合となるため太陽

　に次第に近づいて．をり，今月は上旬が観望の機である．光度は月初め一〇・4か

　ら月末一〇．6に，歯面の割合は月初め6割8分から月末9割8分に，何れも増す

　が，覗半径は月初め3。2秒角から月末2β秒角に減する。20日9時に降交黒占通

　過，28日14時46分に月と會合（月が北方6度ばかりのところを通過）する，30

　日16時に遠日露占を通過する．

金星　これも曉の星で，水星よりは1時間，太陽より’は2時間早く東天に昇

　り，今月も観望に適す．“をとめ座”の東端から“てんびん座”を横切って“へ

　びつかひ座”の南部まで順行して行く．光度は月初め一3・5から月末一3・4に

　漸減する．親牟脛も6．5秒角から5．8秒角に減するが，輝面の割合は月初め8割

　3分から月末9割0分に増す．これは一年4月19日に太陽と外方會合するため・

　次第に太陽に近づいて行くためで夢る・2日21時に火星と會合するが・このと

　き繭者は角距離1分17秒（金星が北，火星が南）のところまで近づく．27日3時

　4分に月と雲合（月が金星の北山3度のところを通過）する．

火星　ζ；の星も回天に見られ，月初めには太陽より2時間・月末には3時間早

　く東天に昇ることからも判るやうに，太陽から次第に遅れて離れて，行く．
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　“てんびん座”を西から東へ横切って順行してみる．覗宇径が月初め2・0秒角

　から月末2．2秒角に浮して行くとともに，光度も1．9から1・8に増すが・接近時

　のことを思へば，お話しにならぬくらひ貧縦なもので，隔年10月の接近が待

　たれるわけである．2日夜に金星と會合することについては，金星の項に述べ

　た．26日の曉2時59分には下弦を過ぎた細V・月と話合する（月は火星の北3度

　ばかりのところを通過する）が，この時には回者とも日本では未だ東の室に

　現れてみない．

木星　相憂らす，土星とならんで“ひ・つじ座”を逆行してみる．本年10月の

　第2回目の接近以來，土星との肉離は漸次増して行くが・31日23時に停留ξ

　なり，その後は三たび土星に近づV・て行くのである．11月3日の封衝を過ぎ

　て，赤道覗直径が月初め47．9秒角から月末44．0秒角に漸減するとともに，光

　度も一2．4から一2．2に減する，11日9時牛には月ζ會合する・（木土爾星の接

　近についでは9月號の巻頭を参照されたし）

土星　宥の東天に木星とともに同好者の限を奪ふが如く輝いて1）るが，わが

　太陽系の大遊星とは云へ，このやうに木星と接近して比較されると・光りの

　彊さの貼では，土星は著しく見劣りがずる．．光度は月初め0．2，月末0．4，赤

　道覗直径は月初め19．7秒角，月末18・8秒角．ゆっくりと逆行してみるがジ來

　年1月10日に停留となって順行にかへる．11日5時に月と話合するが・両者は

　極めて接坐するので，との時に，卑太4洋の眞中を中心とする地方では土星

　の掩蔽が見られることになってみる．・但し，日本では駄目．

天王星　“うし座”の西端，“プレヤデス”の南西方を静に逆行してみる．観牟

　径は1．8秒角．光度は月初め5・9台目月末6・0となる．宵の東天にあって観望に

　都合のよV・時節であ．る．12日17時58分に月と會合する．（月は天王星の南3度

　飴りのところを通過する）

海王星　．“をとめ座”β星の南東のあたりを・ゆっくり順行してみて・夜色を過

　ぎた2時～3時頃に東天に昇ってくる．30日24時に停留，以後，逆行に移る．

　覗急白1．2秒角．：光度は月初め7・8，月末7・7．20日2時に西矩（太陽から西へ角

　距離で90度離れる現象），22日8時に月と日南．天王星や海王星は・太陽と會

　合する期間を除けば，常に観望に適するわけである．

冥王星　“かに座”の中央北寄りのところを極めてゆっくりと逆行してみる．距

　離i38高位，15等星．世界第一流の天文機械を有たぬ人々には，　V・つまでたっ

　ても想像の星より以上にならないであらう．

流星　この月には，中旬に“ふたご座流星群”と呼ばれる，かなり顯著なも

　のが見られる．詳しV・ことは槻二部月報欄を参照のこと．
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太陽十一月には‘‘てんびん座”の西端か

　ら“さそり座”の北をかすめて“へびつか

　ひ座”の南部に達する．季節は冬に入り，

‘位冬’が7日2塒37分“・腰”が22日20時11

　0分，太陽は南天に低く出渡する．二二太

　陽は翼太陽の東にあって，時差は1日0時の

1940年

月の天象

　16分20秒から，3日に極大（＋16分23秒）となり，以後次第に減じて月末には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　＋11分12秒となる．カリントンの太陽自輻期は世界時の9．54（日本時9日22時

　3分）頃から第1166期となる．

月　十月31日に新月（奮十月朔）を過ぎ，月初めは鎌のやうな弦月を夕の西下．

　に見せる．7日6時8分に“みつがめ座”の南西部で上弦，15日11時23分に“う

　し座”の西端で満月，23日1時36分に“しし座レグルス星”の南：方で下弦とな

　り，29日17時42分に“へびつかぴ座”南西部で新月となる．9防，この新月

　の時を以て，ブラウン脚高の第222期が始まり，又，この日が薔暦十一月朔

　となるわけである．

水星　八月以來，順行中であったが，この月1日15時に“てんびん座”の東蔀

　（前論に“西部”とあるは誤り）で停留して逆行となり，同星座のα星の北

　方まで引きかへして21日9時に山留，以後，順行に返る．月初め1ま太陽の東

　方にあって，夕の西天に1等星として存在してみるが，西進（逆行）により

　次第に太陽に近づき，12日の内方二合（この時，下記の如く太陽面を通過す

　る）の後，瞬天に移って漸次日出よりも早く東に昇るやうになるが，29日7時

　には西方極大離角（太陽からの離角20度11分，帥ち太陽より1時間饒り早く

　出渡する）となり，その後はまた次第に太陽に近づV・て行く．それ故に今月

　は下旬の直直が観望時期である．光度は月初め0・6から漸次減光し，内合の

　前後に3等星となるが，その後，恢復して月末には一〇・4を示す．・覗牟径は月

　初め4．2秒角から内合の頃5．0秒角に増し，爾後漸減して月末3・2秒角となる．

．1日14時に月と會合，12日1時頃昇孤高通過，16日16時に近日黒門通過・28日6

　時論に再び月と會合する．

　太陽面通廻　十一月12日の朝，水星が太陽面を通過する現象が起る．水星が

　太陽に初角卜するのは外接（第一接角蜀）が5時50分，内接（第二接鰯）が同52分

　であるため，わが日本では初燭を観ることは出來ない．日出の時には既に水

　星は太陽面上を小黒黒占として通過しつつある・絡鯛は，内接（第三接鰯）が

　10時52分すぎ，外接（第四接鰯〉が10時54分すぎ・．と豫報されてるる・この

　ときの二二径は太陽が16分9，7秒角，水星が4．9秒角である．詳しいことは別

　頁本文の記事を見られよ．
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金星　曉天にあって，日出よりも2時間孚ほど早く東に昇る．“をとめ座”を

　順行してみて徐々に太陽に近づいて行く，光度は月初め一3・6・月末一一3・5・

　輝面の割合は月初め7割，月末8割．二三輕は月初め7・5秒角・月末6・5秒角，

　といふ様に次第に地球から遠くなって行く．9日7時に近日黒歩引・27日6時

　牛には月と會合する（このとき赤道二方では掩蔽の観られるところがある）．

火　星　曉の東天に太陽より2時間ばかり早く昇る．“をとめ座”の中央から東

　端まで順行してみる。光度2，覗半径1．9秒角．27日12時に月と回合・今年中

　は観望の時期ではない．

木星　“ぴつじ座”の南部を土星’とならんで，ゆっくりと逆行してみて・來月

　末までは，二者の距離は次第に増して行く．光度は一2・4・極覗孚径は23秒

　角で，何れもこの月上旬に極大を示す．3日13時に肇寸衝となり・14日8時に月

　と會合する．木星と土星の経路圖その他に：ついては本誌前號第323頁を参照

　のこと．

土星　夕の東天を飾る0等星として，木星と相ぴ恋じて運行してみる．4日6

　時に甥衝となり，14日11時に月と會合する．光度は月初め0・0・月末O・1・極

　mnSE径は月初め23．1秒角，月末22．4秒角，何れも，この月上旬が極大であっ

　て，木星とともに表面の観測には待望の機である．

天王星　“うし座”の西端を逆行してみる．光度5。9，覗牟径1・8秒角，爾者とも

　中旬に極大値を示す．15日13時に月と會合，16日24時に甘干となる・まさに

　槻測の好機である．

海王星　“をとめ座”β星の南東近くを順行してみて，月初めは5時頃，月末に

　は3時頃，太陽に先立って，曉の東天iC昇る．光度は7・8，硯半径峠1・2秒角．

　25日1時孚に月と會合する．

冥王星　“かに座”の中央を運行中である．月初め順行であるが，間もなく逆行

　に移る．距離は徐々に近くなりつつある，とは云ふものの，世界第け流の器

　械でなければ，とても槻弓出來ない。

流　星　今月は有名な“獅子座流星群”が見られる．見事なシャワを見せた往時

　の面影はのぞめないが，それでも，まだ相當豊富な出現が豫想される．（但

　し，今年は月光に妨害される．）流星槻弓については観測井月報欄に小町課長

　が毎島町寧に指導されてるる．

星座　“はくてう”“こと”“わし”が丙室に低くなり行くとともに，銀河も

　次第に西に流れるやうになった．中天には“ペガソス”の大方形や“アンド

　ロメダ”の星列が，低く瞬く南天の星に鷹へ，その間に・漠として取りつき

　難い“うを”や“くじら”の星座がある．東天には・“ぎょしや”“うし”等

　冬の先駆として姿を．現して來た．
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十二月の天文カレンダ

夕日

1
…
2
3
4
5
6
7
一
8
9
0
1

可
⊥
　
－

　
　
　
　

2
3
4
一
5

1
　
1
1
■
　
－
↓

耀（騰干支
日　　1．8　戊寅

天界現i（躰標鞠　 唱踊8
　　　　　　　　　　　　　　　242990s．O

　　　月　　2．8

　　　火　　3．8

　　　水　　4．8

　　　木　　5．8

　　　金　　　6．8

　　　土　　　7．8

　　　日　　8．8

い一怐D　gLs

　　　火　　10．8

　　　：水　　11．8

　　　木　　12．8

　　．金　　13．8

　　　土　　14．8

卯
辰
巳
午
未
申
「
酉
一
理
亥
子
」
丑
寅
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
己
主
演

己
憂
慮
壬
癸
甲
．
乙
．
丙
玉
里

　金星と火星と一合（21時，金星が1。17’北）966．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　967．0

　牧夫SXとRS　Cen　　　　　　　　　　　　768．O

　フk瓶：RSとXPeg　　　　　　　　969．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　970．0

　大，＿i：　上弦　　　　　　　　　　　　971，0

　YPeg　’　972．O
XAndと蜥蜴RS　　　　　　　　　973．Q
　天秤Z　　　　　　　　　　　　　　　974．0

難離離89留　　　975・・｛
’｛薄髭鴇謙篇㍉　　・・6・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gg，7ig

日　15，8’　壬辰　　漏月．　牧夫RR 979．0

ρ
0
7
8
Q
ゾ
0
1

1
乙
1
1
1
9
臼
n
乙

8
8
8
8
8
8

6
．
弘
8
．
9
．
0
．
t

－
▲
－
占
1
1
▲
9
臼
9
臼

月
火
水
木
金
工

己
午
未
申
酉
戌

癸
甲
乙
丙
丁
・
戊

T　Her　980．0魚文　　　　　　　　　　　　　　981．0

琴RX　　　　　　　　　　　　982．0
羊Sと賦麟TとRR　Peg　　　　　　　983，0
龍RV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　984．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　985．0

2
一
3
4
5
6
7
8

2
一
2
2
2
2
2
2

日

月’

火

水

木

金

蘭．

22．8

23．8

24．8

25．8

26．8

27．8

28．8

亥
、
　
子
丑
寅
卯
辰
己

巳
「
庚
辛
直
土
甲
乙

29　　日

30　　月

31　火

0．2　　丙午　　新月　　薔十二月三

論合礁鑛瀞と月　　986・・．｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　gsケJo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　gss．O

天秤Sと乙女V　　　　　　　　　　989．0

火星ど月と會合（3時）台子Wと小熊R　990．0
金星と月と二合（3時）　　　　　　　　991．Q

纏と月と飴（15時）龍骨S　99智
　　　　　　　　　　　　　　　　　　993．0

1．2　　丁未　　海王星が東留　　水星が遠日黙に（16時）994．0

2．2　戊申　　木星が西旭　　7k瓶RとXMon　　　995．0



〈281） 194e年11月ト ﾌ天象

十一月の天文カレンダ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．95聖

乙丑　　鳩Tと獅子RY．と牛S　　　　　　　　952．0

丙寅　　水瓶Z　　　　　　　　　　　　　　　　　953．0

丁卯　　　SPyx　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　954。0

戊辰　　水星が西留（9侍）　　　　　　　　　　955．Q

己巳　　小雪　　RR　Andと龍VとSHer　　g56．0

庚午　　下弦、SPegと蛇Uと乙なZ　　　　g57．0

辛未　　ZCasと艦U　　　　　　　　　　　　958．0

壬申灘蕊と羅踏簾、蛇s　959．・
癸酉．　旗漁，RとRV旺lerとTMic　　　　　g60．0
　　　　　　　　　　　　

甲戊｛繍細字辮）。R鑑捲易961・
乙亥　　水星と月と回合（7時）　小犬VとUEri　g62．0

丙子灘，三巴羅’龍。T　963．・
丁丁　　蜴Y　　　　　　　　　　　　　　　964．0


